石動１区意見交換概要
日時　平成２４年６月１８日　19：30～

場所　廻向寺
出席　３９名

問　昨年、観光周遊無料バスが運行された。石動駅を利用する観光客の２次交通ということだが実際どれだけ利用されていたのか。

答　ご指摘の義仲・巴号については昨年度、県の交付金を活用し実施した。２０３日間運行し1868名の方が利用された。一台あたり何人乗っていたか検証すると大変申し訳ないが昨年は1.53人と、一台に一人か二人ということになる。このことから、今年度は、市のマイクロバスを土日祝日に利用する形で実施することとした。金曜日と月曜日の運航は止めた。今年の利用状況は、４月、５月で４８７名利用している。今ようやく全国に義仲・巴のアピールができてきたところなので、しばらくは続けていきたいと考えている。

問　市の執行予算に対して収支報告を検証したいと市へお願いすると、数が多くお金がかかるとのこと。　　

市民の情報公開請求があったときは市のどこかに情報公開の閲覧場所を設けて対応すれば解決するのではないか。

答　情報公開の閲覧場所を設置してはどうかという事ですが、これは基本的には総務課へ言っていただければできる。

ただし、閲覧ではなく資料をコピーする場合は相応の費用が発生する。

問　町内会長になり市役所に通う機会が多くなったのですが、どこに行けばいいのか分からない時に、市役所の受付、インフォメーションで、市民目線で的確にやさしく案内をしてくれた。これは小矢部市役所のカラーだと思います。

答　市民課の窓口は良くなったと評価いただいている。

小矢部市はあったか窓口日本一を目指し、いつも笑顔で応対するように心がけている。

問　この先、一人住まいの老人たちが増えていくと、その後、廃屋も増えてくる。誰か管理してくれるならいいが、そうでなければ火災等の原因にもなりかねず、町内の居住環境として非常に問題となる。このことで一度市役所に相談に行ったが、そういうものに対してマニュアルがないとのこと。

行政と町内会が連携して対応できると思うので対策をお願いしたい。

答　廃屋、空き家をこれからどうしていくか、これは小矢部市に限らず全国的にも大きな問題であると捉えている。当局答弁になってしまうが、現状では、基本的には所有者に処分してもらわないといけない。

やはり国で制度、仕組みをつくっていただかなければどうにもならない。勝手に壊したりすることは、権利の問題も発生するので難しい。市長会を通じて要望するなどしっかり取り組んでいく。

問　融雪装置のことでお願いがある。石動高校東側、中学校、小学校へ上がる道で、通学や通勤するときに使う坂道が、水が足りなく雪が解けず渋滞が起きる。毎年出ないところを直してもらっているが、根本的な対応をお願いしたい。

答　ご要望としてお聞きしておく。井戸は水量そのものがあるかが、一番の問題。まず水量を確認し、その後リフレッシュ工事をするという手順になる。リフレッシュ工事については今年度市の単独事業で800万円だが予算をつけているので、その中で対応できると思う。　　

水が足りなければ、別の対応になる。

問　駅南と駅前周辺と人が自由に行き交うことが出来るという話があったが、第六次総合計画の中では確か車も含んでいたと思う。　　

人の通路のことだけが表立っているが、車についてはどうなのか。

綾子の踏み切りも、特に朝の子どもたちの集団登校時など、混雑していて危ない。やはり駅近くで在来線を潜るとか跨ぐとか、車が自由に行き交うことが出来るような構想を進めていただきたい。

答　車については、アンダーパスかオーバーパスかということで検討している。ただ、どちらにせよ莫大な費用を要するため、次の段階での話になる。

綾子の踏み切りについては、県の浅地小矢部線の一部なので重点要望の中に入れておく。

問　県で土砂災害に関する看板を建てていったが、土砂崩れが起きたときには報告をという趣旨らしい。崩れて報告してから行政が動くというのでは意味がない。

市で急傾斜地対策に１３００万円の事業費をとってあるが、それで対応願えないか。

答　その1300万円というのは、県の判断基準から外れたもの、例えば斜面何ｍとか保全対象家屋何件とかいう決まりからは外れたが、今言われたように小規模で家一軒しかないけど危険だと、そういうところを市で単独に対応しようというものである。

土木が看板を建てていったという事は指定区域にしたという事だから、それは市から要望し調査や工事をしてもらうようにしたい。

問　石動高校との境に接しているが、高校敷地の東側の法面が崩れ、後ろの排水がいつもつまる。対策を要望したいが、県にお願いするものなのか教えていただきたい。

答　基本的には、側溝も含めて県の施設だと思う。市が窓口になって要望する。
